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回
附
畑
凶

越
前
松
平
家
伝
来
の

二
つ
の
徳
川
吉
宗
遺
品

足

立

計

尚

八
代
将
軍
徳
川
士
口
宗
(
一
六
八
四
i
一
七
五
一
)

の
遺
品
と
し
て
越
前
松
平
家
に
伝
存
す
る
什
器
が
二

点
あ
る
。
今
日
、
越
前
松
平
家
の
什
器
類
は
、
福
井

市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
越
葵
文

庫
約
三
千
点
が
そ
れ
で
あ
り
、
吉
宗
遺
品
と
し
て
伝

存
す
る
こ
点
の
什
器
も
同
文
庫
の
も
の
で
あ
る
(
松

む
ね
と
し

平
宗
紀
氏
蔵
)
。
ま
ず
は
、
そ
の
史
料
を
概
述
し
て

お
く
(
営
札
副
知
)

O
徳
川
吉
宗
所
用
「
土
瓶
」
一
点

法
量
巾
一
九
・

O
糎
。
口
経
七
・
八
糎
。
高
一

一
・
一
糎
。
桐
箱
入
箱
表
書
に
「
有
徳
院
様
御
手

被
遊
候
土
瓶
」
と
あ
る
。

O
徳
川
吉
宗
所
用
「
小
形
青
地
錦
御
巾
着
弁
ぴ
に

虎
の
爪
」
附
松
平
春
巌
(
慶
永
)
筆
由
緒
書
一
点

.
一
枚
。

法
量
、

法
量
、

(
巾
着
)
五
・
二
×
六
・
五
糎
。

(爪)勾

由
緒
書
は
、
松
平
春
巌
(
福
井
二
ハ
代
藩
主

l
一

八
二
八
j

一
八
九

O
)
直
筆
で

虎
ノ
爪

八
代
将
軍

有
徳
院
様
占
一
橋
家
へ
停
ハ
リ
夫
占

麗
照
院
様
へ
御
頂
戴
・
涼
晴
院
様

譲
明リ
治之
十事

年
十
月(

票管
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と

、

あ

る

。

こ

の

よ

う

に

吉

宗

の

遺

品

が

、

伝

来

し

て

も

不

思

さ
て
「
土
瓶
」
に
つ
い
て
は
、
箱
表
書
に
由
緒
を
議
で
は
な
く
箱
表
書
の
記
述
内
容
も
後
世
の
附
会
と

記
す
だ
け
で
、
伝
来
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
み
な
い
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

越
前
松
平
家
で
は
、
吉
宗
の
孫
で
、
一
橋
宗
ヰ
ア
の
子
、
「
虎
の
爪
」
は
、
別
に
も
う
一
点
越
前
松
平
家
に

重
昌
を
福
井
一
一
代
藩
主
に
、
次
子
重
富
を
一
二
代
伝
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
全
く
の
由
緒

藩
主
に
迎
え
て
い
る
ほ
か
、
血
縁
に
お
い
て
徳
川
将
不
明
で
あ
る
。
「
虎
の
爪
」
は
、
錦
の
巾
着
に
一
つ

軍
家
と
非
常
に
近
か
っ
た
一
六
代
藩
主
春
巌
(
慶
だ
け
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
薬
材
で
あ
っ
た
と

永
)
は
、
一
橋
二
代
治
済
を
実
祖
父
に
、
田
安
二
代
は
考
え
ら
れ
ず
、
肌
守
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

治
察
を
実
家
の
祖
父
に
持
ち
、
自
ら
も
吉
宗
の
血
縁
で
あ
ろ
う
。

に
連
な
っ
て
い
る
(
左
系
図
参
看
)
。
「
虎
は
千
里
行
っ
て
千
里
帰
る
(
戻
る
)
」
の
故
事

が
あ
る
よ
う
に
、
勢

い
の
盛
ん
な
さ
ま
を

肖
か
つ
て
武
将
が
好

ん
だ
舶
来
の
珍
品
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

カ

八
代
将
軍

徳
川
吉
宗
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足
立

一
O
代
将
軍

1
家
治

九

代

将

軍

一

家
重
上

「
清
時
炉

宗主
武代

治安
察託

国

事警警
匡夜

「寸
瞳慶雪
頼代永歪

|抽選
家E拷
達量一

代

さ
て
、
虎
の
爪
の

由
緒
書
に
よ
る
と
、

本
口
聞
は
は
じ
め
、
吉

宗
(
有
徳
院
)
か
ら

一
橋
家
へ
伝
わ
り
、

さ
ら
に
、
福
井
一
三

代
藩
主
治
好
夫
人
で
、

宗事
ヲ珂

「十「
一福福

治唾重圭重竺
郡長昌二

( 主望

書寄塁 家ー

匡長芋
家二
慶草

越
前
松
平
家
伝
来
の
二
つ
の
徳
川
吉
宗
遺
品

田
安
宗
武
の
女
、
即
ち
吉
宗
の
孫
娘
麗
照
院
の
手
沢

愛
蔵
の
ロ
聞
と
な
っ
た
。
麗
照
院
は
、
名
を
定
と
称
し
、

天
明
七
年
(
一
七
八
七
)
に
治
好
へ
嫁
し
て
い
る
。

定
姫
は
、
歌
人
で
国
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
父
、
宗

武
の
影
響
を
受
け
、
書
画
に
秀
い
で
た
ら
し
く
、
松

し
ゃ
も

平
家
に
は
、
絹
本
着
色
「
牡
丹
に
軍
鶏
の
図
」
や
、

お
し
ど
り

絹
本
着
色
「
鴛
驚
の
図
し
が
伝
存
し
て
い
る
。

虎
の
爪
は
、
さ
ら
に
麗
照
院
か
ら
涼
晴
院
に
伝
わ
っ

た
。
涼
晴
院
は
、
松
平
治
好
の
女
で
、
福
井
藩
の
支

藩
に
あ
た
る
越
後
高
田
松
平
家
に
嫁
し
た
。
そ
の
涼

晴
院
よ
り
春
巌
が
本
品
を
譲
ら
れ
た
の
は
春
山
獄
が
吉

宗
の
血
縁
に
連
な
る
こ
と
と
田
安
家
の
出
身
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
将
軍
徳
川
家
中
興

の
祖
と
称
さ
れ
な
が
ら
、
遺
品
の
少
な
い
吉
宗
の
所

用
と
し
て
伝
存
す
る
史
料
で
あ
る
か
ら
興
味
深
い
什

器
で
あ
る
。
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